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質チェインデータベース (PDB-REPRDB)を作成することを可能にしているo また、 PDBのデータ量増加に伴う
大量データ処理に対応するため、処理の並列化を行い、処理の高速化を実現することによって、実用的な時間で処理
が完了する改良が加えられているo さらに、利用者の要求に対応できるようなwwwを利用した会話形式のPDB
代表タンパク質決定システムを開発し、様々な基準でPDB-REPRDBを作成できるようにしているo これにより
部分構造の違いも見落とさず分類することが可能になり、タンパク質立体構造予測の基となる学習セットを厳密に選
びだすことができるようになり、またタンパク質立体構造の部分的な構造変化を調べる際のデータベースを得ること
もできるようになった。
さらに、実際の応用例として、二次構造予測の研究と立体構造検索システムで利用した研究成果を示し、提案する
PDB代表タンパク質チェイン決定システムの有効性が示されているo 本研究成果により、 PDB代表タンパク質チェ
イン決定法の新たな機構が与えられており、より正確で様々な視点、から代表を決定することが可能となり、タンパク
質立体構造予測及びタンパク質部分構造の研究の効率化に寄与することによって、タンパク質立体構造研究の発展に
大きく貢献しているo よって、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認めるo
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